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ひょうご花緑創造プラン（改定案）への意見と対応 
 

① パブリック・コメント意見と対応 
 
 案   件   名 ： ひょうご花緑創造プラン（改定案） 
 意 見 募 集 期 間 ： 平成２８年３月２５日（金）～平成２８年４月１４日（木） 
 意見等の提出件数 ： ６件（５人） 

            （下線）：追加、修正箇所  
項目等 意見等の概要 件数 県の考え方 

第４章 
基本方針 

（本文19、20ページ） 

理念や基本方針の内容につ
いては賛同するが、暮らしの
イメージの説明の白抜きふち
どりの文字が高齢者にとって
は見づらいため、もう少し見
やすい文字にした方がよい。 

１ 〔ご意見を反映しました〕 

ご意見を踏まえ、本文19、20ペー
ジを見やすいよう黒い文字に修正
しました。 

第５章 
推進施策 
５－３ 
推進施策の展開 

（本文24、26、28、32、34ペ
ージ） 

推進施策の内容については
ぜひ取組んでいただきたい。
黒枠でかこまれている施策の
説明について、『主な施策の
概要』などといったタイトル
を入れる等、具体的な施策と
の関係が分かるように改善し
てはどうか。 

１ 〔ご意見を反映しました〕 

ご意見を踏まえ、本文24、26、28、
32、34ページにそれぞれタイトル
「主な施策の概要」を追加しまし
た。 

（本文29ページ） 

県民緑税を活用した取り組
み、活動内容が良く理解でき、
災害に強い森づくり、県民ま
ちなみ緑化事業ともに非常に
有意義で効果的な活動である
と思う。特に校園庭の芝生化
については、今後も推進して
頂きたい。 

１ 〔本文の趣旨と一致しています〕 

本文29ページの【推進施策⑧】の
具体的な施策に「校園庭の芝生化
（県民まちなみ緑化事業）」を位置
づけるとともに、本文31ページの
【進捗状況をはかるための指標】に
「県民まちなみ緑化事業による校
園庭の芝生化250校園／５年」を掲
げ取り組んでいきます。 

第５章 
推進施策 
５－３ 
推進施策の展開 
第６章 
維持管理の推進 
 

（本文35ページ） 

現在、花や緑に関する地域
でリーダーの方は高齢化が著
しく、若手のリーダーの育成
が急務ではないかと感じる。
また、地域子供会やＰＴＡ等
との連携（花みどり活動に対
する補助等）で地域の担い手
確保の一助になる。 

１ 〔本文の趣旨と一致しています〕 

本文30ページの【推進施策⑩】に
記載のとおり花緑の担い手の育成
や、本文35ページの【維持管理１】
に記載のとおり人材育成に取り組
んでいきます。 

資料１-１ 
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第６章 
維持管理の推進 
 

（本文36ページ） 

地域でよく手入れされた鎮
守の森や、花々など素晴らし
い所が沢山あるが、今後の少
子化を考えると誰が守ってく
れるのか不安を感じる。それ
ぞれの鎮守の森や花々の情報
をまとめて、広くPRをし、県
で後世に残す努力をして欲し
い。 

１ 〔具体の施策の参考とします〕 

本文36ページの【維持管理２】普
及啓発（情報の共有）の実施にあた
り参考とさせていただきます。 

第７章 
計画の推進体制 

（本文37ページ） 

県民の日々の暮らしの向上
は、様々な部局の施策が相俟
って解決していくものである
ため、緑化以外の部局とも連
携して進めることを明記して
はどうか。 

１ 〔ご意見を反映しました〕 

ご意見を踏まえ、本文37ページの
記述に次のとおり追加しました。 

「関係部局が横断的に連携しなが
ら、花緑施策を推進していきます。」 
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②平成２７年度第４回花緑検討小委員会〔H28.3.22〕委員意見 プラン改定案への対応 

 ひょうご花緑創造プラン（改定案）について 

項目 主な意見 プラン改定案への対応 

ヒ ー

ト ア

イ ラ

ン ド

対策 

○ 9 ページ「深刻化する地球温暖化・環

境問題」の中に「ヒートアイランド対

策」という言葉を入れる。 

○ 基本方針２、推進施策２では、ヒート

アイランド対策の視点が霞んでしま

っている。ヒートアイランド対策とし

て物理的に環境をコントロールする

という意味合いを出した方が良い。 

○ 19、26 ページの絵が同じなので、ど

ちらか一方はヒートアイランド対策

をイメージできる絵、例えば、緑陰を

たくさん作る、緑陰で風通しが良くな

ったというような絵の方が良い。 

→Ｐ9 に下線部を追加 

熱環境改善やヒートアイラン

ド対策という視点 

→P19 に下線部を追加 

量と質の確保や、ヒートアイラ

ンド対策など都市環境の改善

による 

 

→P19 のイラストを変更 

イラスト場面「緑陰の多い駅前

広場で休憩している人々」（県民

まちなみ緑化事業：大規模都心緑

化をイメージ） 

 

花 緑

ネ ッ

ト ワ

ー ク

図 

○ 18 ページの地図について、緑の核が

背景と重なっていて分かりづらい。緑

の核とそれを結ぶ地形の軸、河川の軸

が明快に分かるように示す。 

→P17 及び 18 の図を修正 

・地域分布図・・・都市地域の

色を薄くする。 

・核・軸分布図・・・核の色を

赤に変更し、拠点を目立たせ

る。 

・花緑ネットワーク図・・・上

記、地域分布図、核・軸分布

図の変更を反映する。 

・留意事項を下線部のとおり追

加 

P.17 山地丘陵、河川等の分

布図の下部 

P.18 花緑ネットワーク図

の下部 
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項目 主な意見 プラン改定案への対応 

 ※ 緑の核、軸は、特に重要

な要素を示す概念であり、こ

れ以外にも各地にある山地

丘陵、河川、海岸・海浜等に

よって緑豊かな県土が構成

されています。 

レ ク

リ エ

ー シ

ョン 

○ 基本方針４、推進施策４について、健

康増進の観点から「レクリエーショ

ン」という言葉を入れる。 

→P20 に下線部を追加 

心身の健康づくりやレクリエ

ーションにつなげる・・・ 

空 き

家 等

組 織

横断 

○ 空き家、空き地、耕作放棄地などの問

題に対して、健康や福祉、環境、住宅

などの部署が横断的に取り組んでい

く部署名を計画の推進体制として記

載しておく必要がある。 

→P26 の施策説明の最後に以下の

とおり下線部を追加 

市民緑地制度等の活用による

まちなかの緑地整備の支援 

なお、空き家等の問題について

は、行政内においても、住宅、福

祉、医療、環境、景観などの部局

や施策間で連携する。 

生 物

多 様

性 

○ 27 ページ「生物多様性」、28 ページ「生

物多様性に配慮した森づくりの普及」

とは、どのような生物多様性を意味し

ているのか。 

○ 地元種を優先するとか、外来種に依存

しないとか、もう少しキーワードを入

れた方が良い。生物多様性には色んな

種類の意味があるので、県のポリシー

を記載しないとどういう意味で生物

多様性に配慮したのかが分からない。 

○ プランは県民や市町に対し、視点や方

向性を示す役割に加え、県の視点から

見て、どのようにして県全体のネット

ワークの中で生物多様性を保全ある

いは創出を図っていくのかを示す役

割もある。 

→P28 の施策説明に以下のとおり

下線部を追加 

尼崎の森中央緑地では、全国的

にも類のない生態系・種・遺伝子

の生物多様性 3原則に基づき、地

域の植物の種子を取り苗木を植

えて 100 年の森の創造を進めて

いる。この取組みを拡げ、阪神地

域における・・・ 

維 持

管理 

○ 推進施策が「まもる」、「つくる」、「そ

だてる」、「つなぐ・ささえる」まで入

っているので、維持管理を特出しする

のが良いのかどうか。 

○ 人材育成とか普及啓発は維持管理の

→維持管理の向上を課題として取

り上げ、維持管理の推進に取り組

むことが、プラン改定のポイント

のひとつになるため、構成上、改

定案のとおり、推進施策とは別章
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項目 主な意見 プラン改定案への対応 

ためだけでなく、もっと幅広く、県民

が関わっていく行動・活動を支援する

施策という位置づけにすることも考

えられる。 

○ 36 ページ、維持管理の推進「２普及

啓発」について、花緑活動全体におけ

る普及啓発という意味があるのであ

れば、推進施策の中に入れる方がふさ

わしいのではないか。 

○ 36 ページの写真について、「維持管理

作業」、「花壇管理作業」という言葉よ

りも、「緑地管理作業」「花壇管理作業」

という方が良い。【維持管理】 

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

→意見のとおり、P36 維持管理作業

を緑地管理作業に修正 

 

 

 

 

平成２８年度花緑検討小委員会〔H28.6.1〕委員意見 

 

項目 主な意見 プラン改定案への対応 

事業者

の役割 

○ 37 ページのＣＳＲ・ＣＳＶとは、何の

略か。 

○ ＣＳＶはわかりにくい。ＣＳＲは（企

業の社会的責任）を入れてはどうか。 

→意見のとおり、P37ＣＳＲ・Ｃ

ＳＶ活動をＣＳＲ（企業の社会

的責任）活動等に修正 
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③ 平成２７年度まちづくり審議会〔H28.3.24〕委員意見 プラン改定案への対応 

 ひょうご花緑創造プラン（改定案）について 

項目 主な意見 プラン改定案への対応など 

都市近

郊の自

然地 

○ 都市地域、農山村地域等、森林

地域にわけて地域目標が設定

されているが、都市近郊の自然

地にも注目した表記を入れて

いただきたい。 

→P16 第 3章目標 3-2 地域目標の(2)農山

村地域等の説明文に下線部を追加しま

す。 

「中山間地や都市近郊などにおける

農地や里山群、ため池などをはじめと

した田園空間を・・・」 

 

隣接領

域との

連携 

○ 県民市民団体の参画が見込ま

れる内容を見ると、花緑を育

む、花緑を増やすことを目的と

した団体は示されているが、例

えば棚田や都市近郊というこ

とになると、農業・林業に携わ

っている県民の活動が連携し

てくると思う。行政的な領域は

違うが、隣接する領域と連携す

るという表現を入れていただ

きたい。 

→P19 第 4 章基本方針冒頭説明文「県民、

団体、事業者、行政が一体となり、互

いに協力し合いながら進める」との記

載や P37 第 7 章計画の推進体制冒頭説

明文「県民、団体、事業者及び行政が

それぞれの役割を果たし、「ゆたかな暮

らし」の実現をめざして共に取り組む」

との記載のとおり、他の領域も含め一

体となって取り組むことと記載してお

ります。 

また、P37 第７章計画の推進体制冒頭

説明文に次のとおり追加します。（パブ

リック・コメント意見と同反映） 

「関係部局が横断的に連携しながら、

花緑施策を推進していきます。」 

 

市民セ

クター

との連

携 

○ 理念で謳われている恵みを活

かすというところで、青少年や

高齢者、障害者など、福祉や生

涯学習、農山村の環境保全を目

指す市民セクターとも連携し

ていくことが望ましい。 

→P19 第 4 章基本方針冒頭説明文「県民、

団体、事業者、行政が一体となり、互

いに協力し合いながら進める」との記

載や P37 第 7 章計画の推進体制冒頭説

明文「県民、団体、事業者及び行政が

それぞれの役割を果たし、「ゆたかな暮

らし」の実現をめざして共に取り組む」

との記載のとおり、様々な主体がとも

に協力し合いながら進めていきます。 

大規模

小売店

舗等立

地部会 

○ 大規模小売店舗等立地部会で

の審議の際、書面上ではどうい

う維持管理がされているのか

全くわからない。しっかりと質

→緑化の創出については、これから作成

するガイドラインを参考に取り組みを

進めていきたいと思っているが、すべ

てチェックするのは難しいところもあ
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項目 主な意見 プラン改定案への対応など 

の高い緑化をさせ、維持管理を

求め、なおかつそれをチェック

できれば良いのではないか。 

り、実際に緑化される団体に責任持っ

ていただくよう進めていきたい。 

生産緑

地 

○ 生産緑地に関する 2022 年問題

について、私たち以上に開発業

者ではカウントダウンが始ま

っており、対策を考えようと市

民向けに情報発信している。空

き家が増えている中、開発業者

の頑張っている姿を見るとこ

ちらも何か頑張らなければな

らないのではないかと思うが、

兵庫県としての方針があれば

お聞かせ願いたい。 

→2022年問題は大きな課題であると小委

員会でも指摘を受けている。今回のプ

ランの中に盛り込むこととは少し次元

が違うのではないかということで入っ

ていないが、我々も十分に認識してお

り、今後、所管部署で対応していくよ

う考えたい。 

花緑懇

話会 

○ ひょうご花緑懇話会の開催と

いうのを具体的にどのように

やろうとしているのかお伺い

したい。どういう方たちが来て

どのように反映されるのか。人

を集めることを含めて難しい

ところもあるのではないか。 

→県では、地域で花緑活動をされている

グループのリーダーなどを花緑いっぱ

い運動推進員に任命している。花緑い

っぱい運動推進員の方に対し、毎年１

回、地域ごとに研修会を開催し、講師

を招いての講習会や県の花緑にかかる

施策の紹介を行ったりしているが、こ

の研修会を活用し、推進員の方からも

意見をいただく機会を設けるなど、懇

話会の形にしていきたいと考えてい

る。 

目 標

（満足

度） 

○ 満足度というのを目標にする

のはいいが、地域別の満足度に

どういう違いがあり、例えば人

口集中地区の満足度に偏りが

あって低いので、特にこういう

ところで頑張りたいとか、そう

いった分析が足りないように

思うので、可能であればそのへ

んを追加してもらいたい。 

→地域ごとのモニター調査の結果もある

が、地域分散させると母数が小さいた

め、それを根拠とすることは難しい状

況である。 

 


